人事委員会傍聴者の声

「都教委から『指導・助言』は受けたが、『命令』は受けない。」と言葉のトリックで逃げ回るいじらしさ。
12.8卒⑧グループ・小川敏雄⑧（前農業高校長）尋問
*「自分のかつての職場の元校長の弁を聞いていて、何とも哀しい思いになりました。実のない言葉は何百回耳にしても高校生の前に立つ自分は、少なくともウソつきになるまいと教えられました。誠実さ、良心って大切だー!!　被処分者の方々、お金、時間、労力など色々な損害、不利益があるだろうと察します。皆様のことを忘れない、気に留める位のことしか出来ず申し訳ありませんが、良心を行動で示した先生として、どこかの元校長とは大違い!!　尊敬しています。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都立高現役教員）

*「都合の悪いことは、すべて『記憶にない』という、小川元校長にはあきれはてて物もいえません。同僚が処分されたショックが、時と共に薄れがちですが、今日、怒りがよみがえりました。理性と良心のある人間なら、絶対に許せないことだと思います。予防訴訟では原告になっていますので、今後も共に闘って生きたいです。」　　（都立高現役教員）
12.9卒⑨グループ・豊田岩男（成瀬高校校長）・市川健一（前多摩養護学校長・現町田養護学校長）尋問　

*「処分者の『証言』を聴いていると、大別して、『ぬらりくらり』と答弁して、教委が正

面にでないようにして、『私の判断と責任で命令』しましたというのと、『律儀』に答弁し

て、結果的に教委の指導、強制が浮きぼりになる証人とがある。校長の日常業務は多岐繁

雑のようだ。細部をとっさに思い出せないこともあろう。だが重大な事柄は忘れてしまう

とは考えられない。突然の尋問ではないので、資料、記録を読み返し、記憶を整えて出て

きた筈である。どの校長も共通しているのは、『自分の判断』を強調していること。自尊心

もあろうが、心からそう信じてのことだろう。憲法、教基法を顧みず、『学習指導要領』『10.23

通達』を至上と確信によるものだろう。そういう、資質の持ち主を管理職に抜てきしたの

だろう。恐ろしいことだ。」　　　　　　　（沼崎英夫・不採用・解雇者を支える会））
*「尋問における校長たちの不誠実な対応、『上』にすり寄って、自ら横並びに忠誠心を示
し、他者に不利益を及ぼしても構わない、非人間的な生き方・・・とうてい、現場を見て

いない人には信じてもらえないので、自らの目で見、耳で聴くようにと、家族を同行しま

した。『教育』をメシの種にしている人の生の姿のおぞましさを感じると共に、孫たちがこ
の人々によって『教育』されることを恐れます。被処分者の生き方に敬意を深めます。」
（都立高校卒業生）

*「人を処分するのにその根拠が余りに薄弱なことに呆れました。『卒業式に関してことご
とく反対した人物』と都教委の事情聴取で述べ、処分を招きながら、具体的には『細かな

事に反対していた』といいつつ、『国旗に向く方向などに、反対した』という、あいまい

な言い方に大いに疑問を感じました。校長自身が理念もなく、無責任な発言に終始してい

たことに、保護者として本当に不安を感じました。こんなあいまいな方に学校経営が任せ

ることが出来るのでしょうか。」　　　　　　　　　　（丸浜江里子・元都立高保護者）
（傍聴者30名。心から感謝しています。被処分者の会・星野）

